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《取扱上のご注意》
Oこ の計 算機 は椅密 な電 子部 品 を把 って い ます の で 内

部 に散 れ た り 分 解 した りしない で下 さい

の 行 率 を加 え ます と 技 時 の 原 因 とな ,ま した落 した

'強 い シ ョ ックを与 えない よ うに して下 さい

0直 射 日北や ス トー プ の熱 を受 け る場 所  及 び  使 用

は 度 範囲 (0℃ -40そ )以外  湿 度 の 高 い所  挨 の 多

い所 での 使 用保 障 は違 け て下 さい

④汚れを高す均合い花繰した柔い布をど使用下さい

切 った布や レ ンナ ー ベ ン シン尊 は 使 わ な い で ,さ

⑤表示部tIガラスで出来ていますので な く押したり千 、ヽモ
しないで下さい

①
書||=蓬縁宮是墨最実瞥啓替号定有せ唇年テを|[ ・出
本とも新しい花電池とお取り換え下さい  (江 度打

ドオった時など表示のスピー トケ欧 なる場合があ
ります力(HH lf機椛には異常にありませた

O万 ―計算機の其合が悪い時に お 買上げのllt花店へ

!連 絡下 さい

0この計算機の乾電池の使用時間に自党上に1年ll i
使用できることになりますカイ 蛇電池を主畑に波‐
て計 算機 の 中に セ ットしてお い た場 合 液溝 れ で計 打

機 内部)iサ ビつ い た りす るな rtがあ りますので!J! t

r さぃ

操作 キーの説明
O惟十 色弄友荏抗子号=_″ 計算の全てをクリ

アーします

の[=s 時計(■ アラーム)を今わせる時に使い
ます

OP里ギ セットした時夕をスタートするときにイてい
ます

0押
町

アラーム時刻をセ ットする時にlwいます

(文 'ラ ーム時別の作認)

oと当 llほエキー
(イル 表示,il― 力の1' こ のキーを4町す ど

Tlにい秒に もどってスター トします

(,)rl水示す30-50の 時 こ のキーを押す ど

分が 1分 探上″iって00Hr,■ スタ_卜 し

ます

表 示 の 説 明

(1〕時 け の 48合 (スライ ドスインテ CAL CIm TlME)

時 計 と して使 う場合

(モー ドセレクター、CALに コ Tl M  E )

(1〕時刻の合わせ方

0そ ― rtレ クタースインチなTIMEの 方になって
いるかm卍 して下さい

の邑≧ キーを1甲して さヽ↓■ ● A M  0 0 ( "

0合 わせたい時抑(F十 分 )を級 F■ ― をうo●4 fi判

してI&し ます

3打 午前の場合は時 対を置数 したら 統 いて 料

■―を押 して ドとい

|。午後のみ合は「〕キーを4Vしてからモ聖Sキー

を神 して下 さい

xこ れて秒が00からスター トします 1ラ ンオ テレ

ビ又は電話 117その時報に合わせて正確に スター

トして ドさい )

て,J〕 年後11時15ケに合わせ る〔CAL clc TIME〕

4411i           去 ホ

●屋皇彗キーを神,   [AM∞―u)   |
0 □ □ □ □ と押す

  噂
0 罵 キーを押す

 1 酎 1 1 1 5   1

●控彗■を抑十 阻 J「1.!Pi¬

(緋幣 IY戦め

衆 算 キ

′モ リ呼 出 し

ンモ リ減lrキー

/モ リカⅢ算キー

除 常 キー

oさ 申 キー

イヨ ,,キ ー

たし第

小数 +キ ー

Ⅲ用 4故 指定 キー( P M '

は
十

，
終

令
変

午

11時 46分 181'

〔2〕‖ 算機 の も合 (スライ ドスイッテ CAL亡 己 TIME)

ヤイン表示

MⅢ (表示斉̀rr瑞■ ′ モリーサイン
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,M ll-46 18



〔2〕進み・遅れの体正〈ど当キー)

ど 当 ヽ― を4Pすと

(●llよホオ 1-20の 時は 砂 力“コこもとリス

ター トします

(21秒表示カマ30-5Sの rfユ 分 Ⅲ l分 F4L力・っ

て00抄力 らスター トします

Ff計の地み文 まにれの中力夫 =く なったら 時 報

単に合わせて 時 刻を帳正 して下営い

(仰 1)13秒 逝κている場合

車
巾 r 抑 ∞

( 側 2 ) 2 1 f l と れ て い る 場 合

い
m 口 。 m

( 3〕アラームセットのしかた
ア ラー ム時刻 に分 単 位 で iッ ト可能 です

0営当 キーを押して卜さい

0と ントした い時 刻 を数 字 キー で 罷敗 します_

0ィ)午前の場合はそのままAと撃yキ_を,中します

や)午後の場合はhtキーを抑してから
Aと

誓野 . _を 4中します

Kア ラームは1●f l間“廟'ま す  (∞ ネ' - 1 5秒 )

( 例)午 前 S時 釣 分 に ア ラー ム をtン トす る

率 作

0選 彗 キーをflす

。□ □ 日 と押す

.ム と晋
Mキ_を 4Hす

(!輪:骨景号民昌畳「書[ξ帝::下さい)
本ア ラー ■時 刻が セ ントされ る と表 示 都 左描 下 に

(ω )サイ ンカ●表 示 され ます

栄瞥 キーをlPすと時刻表示にもど'ま す.

来アラーム時刻の前題は
ム
と当

Mを
押す

ことにより再表示 さャLます

07ラ ー /時 刻の交吏

新 しく,ラ ーム時力 をセ ットすることにょり変更

出来ます この時前のアラ十■は解除 されます

6ア ラーム時コの解除

邑当 キーを押して 大に とどドキーをすりす

とアラー■時 刻 に 完全 に解 焼 され ます
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計算機 として使

(モー ドセ レクター、CAL

う場 合

碇3 TlME)

(1〕8t年を始める前に
( 1に一 卜tレ クター ス イ ッチ をCAL  t t L  T I M Eに

して C/C Eヤ ー を押す と計 算機 と して使 え ます

(2)キー は確 実 に押 して下 さい  2つ の キー を同 時 に

押 す と線 計 算 の も とに な ります

(a)タリアーの しあた

数字を誤 って押 した場合[■ヨ キーを 1回 だけ4,

して力 ら正 しい数年 を置数すると そ のまま計算

)i続けられ ます 文 Cて Eキ ーを 2回 続けて押す

とアヽ リー留除く全ての計算内客がクリアーされます

(4)′モ リー (記憶 )の 内容 を呼び出す と言 =匝 コ
キー を 1回 だけ押 して下さい ′ モ リーの内容を

クリアー したい場合は 匝 ]キ
ー を縦けて 2間 神

して下 さい。

5)誤って,1の命令キー (日 日  因  日 )を 1中した

と=は そのまま正 しいキーを押 しなとすことに よ

って計算力i続け られます

(6)オーパーフ●―

0 0‐ で割算をした時 文 演算結果の笠旗稲
が 8桁 を電 え た時  オ ーバ ー 7,一 とな リ サ

イ ン E"が 衰 ホ `オL計 窮不能 とな ります

Cて 'キ ー をllすことによリオータt-7,一 は

解f4されます

②演算結果の整数部あr3桁 を超えてオー本-7ロ

ー となった場合 こ の とど示 されている数手 を

1げはすると協算結果が求め られます

例 ,ヽ年 の結果ガ E12345678と 表示 された場合

↓

123456780が概算結果です
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(2〕81年のしかた
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